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要望等に対する回答について （様式２）

要望年月日： 令和4年12月12日

要望団体名：

要望項目 取組状況等
県政への
反映区分

※
その後の対応 左の事由

１　久慈市田高地区から国道
281号と市道広美町海岸線のＴ
字交差点へのルート変更整備に
ついて

　要望については、早期の整備は難しい状況ですが、交通量の推移や公共
事業予算の動向等を見極めながら総合的に判断していきます。

Ｃ

２ 久慈市小久慈地区の車道及
び歩道の拡幅改良整備について

  要望の区間については、早期の整備は難しい状況ですが、交通量の推移
や公共事業予算の動向等を見極めながら総合的に判断していきます。

Ｃ

３ 久慈市山根町上戸鎖地区の
大月峠の急カーブ等の改良整備
について

　要望の区間については、早期の整備は難しい状況ですが、交通量の推移
や公共事業予算の動向等を見極めながら総合的に判断していきます。
　なお、大月峠スノーシェルターについては、令和３年度から補修工事を
実施しており、今後とも適切な維持管理に努めていきます。

Ｃ

４　公共事業予算の安定的・持
続的な確保について

　人口減少や巨大災害の発生などの課題に対応し、地域の活性化に資する
社会資本の整備を推進するとともに、防災・減災対策、インフラの老朽化
対策等の取組を推進していく必要があることから、県では、地方創生の基
盤となる社会資本の整備等を推進するため、国の公共事業関係費の総額を
安定的・持続的に確保することと併せ、直轄事業をはじめ、社会資本整備
総合交付金や防災・安全交付金等県内の公共事業に係る予算を確保するよ
う国に要望しているところです。今後も、予算の確保に向けた要望を行っ
ていきます。

Ｂ

５　重要物流道路としての確実
な指定と機能強化や整備の重点
支援について

　重要物流道路の指定については、令和３年に都道府県単位で策定した広
域道路交通計画において、高規格道路等に位置付けた路線の中から国によ
り追加指定が行われる予定となっており、引き続き国の動向を注視してい
きます。

Ｂ

主要地方道久慈岩泉線整備促進期成同盟会
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要望項目 取組状況等
県政への
反映区分

※
その後の対応 左の事由

６　老朽化により劣化・変状が
予測される道路施設や通学路の
安全対策への財政支援について

　道路施設の老朽化対策を推進するため、令和２年度から「道路メンテナ
ンス事業補助制度」が創設されたほか、国の「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」では、「予防保全型インフラメンテナンスへの
転換に向けた老朽化対策」が位置付けられ、本県には、国の令和４年度第
２次補正予算で約38億円が配分されるなど、これまで約82億円が措置され
たところです。
　また、通学路の交通安全対策については、「防災・安全交付金」や令和
３年６月に発生した千葉県八街市の事故を受け創設された「交通安全対策
補助制度」を活用して取り組んでいるところです。
　令和５年度政府予算提言・要望においては、「防災・減災・国土強靱化
のための５か年加速化対策」の更なる推進や、道路施設の定期点検及び修
繕等に対する財政措置及び通学路等の交通安全対策を推進するための予算
の確保を国に要望しているところであり、今後とも、様々な機会を捉えて
国に強く働きかけていきます。

Ｂ：２

７　第２期岩手県国土強靱化地
域計画に基づく重点施策の推進
について

　県では、災害に強い道路ネットワークの構築などの防災・減災対策を推
進するため、令和５年度政府予算提言・要望において、国の公共事業関係
費の総額を安定的・持続的に確保することと併せ、「防災・減災、国土強
靱化のための５か年加速化対策」に必要な予算を確保し、その取組を計画
的に推進するよう、国に要望しているところです。また、５か年加速化対
策期間終了後においても、引き続き、国土強靱化に必要な予算を別枠で確
保するよう要望しているところです。
　今後も公共事業関係費の確保について、国に要望していきます。

Ｂ

※　「県政への反映区分」は別紙のとおり



「県政への反映区分」について

反 映 区 分 記 号 内　　　容

提言等の趣旨
に沿って措置
したもの

Ａ

(1)質問・照会等の内容であり、その趣旨を満たしたもの

(2)意見提言の趣旨に沿い、現行制度等で措置し、提言等の趣
旨を満たしたもの

(3)市町村、団体等との連絡・調整等を要し、調整等により提
言の趣旨を満たしたもの

(4)当該年度中に事業が完了し、提言等の趣旨を満たすもの

(5)当該年度中に完了しないが、事業に着手（当該年度中に着
手予定を含む）し、事業完了時に提言の趣旨を満たすもの

(6)その他、上記に類するもの

実現に向けて
努力している
もの

Ｂ

(1)実現に向けて努力しているが、現段階で提言の趣旨を満た
していないもの
（例）
 ・制度・条例等の新設・改正等を要するもの
 ・予算措置（県単・国庫補助等）を要するもの
 ・市町村、団体等との連絡・調整等を要するもの

(2)国等の事務事業に係るもので、実現に向けて、県として要
望・提案を行うなどしているもの

(3)その他、上記に類するもの

当面は実現で
きないもの

Ｃ

(1)現時点では、実現することが難しいもの

(2)優先順位等を見極めながら、状況に応じて判断するため、
現時点では見通しが立たないもの

(3)その他、上記に類するもの

実現が極めて
困難なもの

Ｄ

(1)県の行政には馴染まないもの

(2)実現が極めて困難なもの

(3)その他、上記に類するもの

Ｓ 反映区分の選択になじまないもの

Ｔ 県民等からのお礼、感謝の類

その他

別紙
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